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近畿大学大学院法学研究科 （ ）課程

（ 2 ）月期

（ ）入学選考

（ ）

科目名（ ）

出題意図を参照されたい。
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近畿大学大学院法学研究科 （ ）課程

（ 2 ）月期

（ ）入学選考

（ ）

科目名（ ）

出 題 意 図

 本試験の出題の意図は、�・�いずれの設題においても、最高裁判所の著名な判例
を素材に、刑法総論・刑法各論の基礎的知識の修得の度合いを測定しようとするもので
ある。両判例 (決定) の争点に関する判旨に拘らず、争点の発見とこれに関する学説・判
例の理解を評価した。
 設題�は、窃盗罪の保護法益を占有 (所持) と捉えた判例として知られる自動車金融事
件上告審決定を素材に、窃盗罪の保護法益をめぐる学説の争いと判例の動向を中心に、
これに関連する周縁的な争点についても評価の対象としているほか (以上、刑法各論)、
実行の著手 (着手) をめぐる学説・判例の一般的な理解も評価対象としている (刑法総
論)。
 設題�は、 事後の介在事情のある場合における因果関係の存否が争われた判例として
知られる夜間潜水訓練事件上告審決定を素材に、行為後に第三者並びに被害者の適切で
ない行動があった場合における因果関係の存否をめぐる学説の争いと判例の動向を中心
に、これに関連する周縁的な争点についても評価の対象としているほか (以上、刑法総
論)、業務上過失致死罪の基礎的な知識も評価対象としている (刑法各論)。
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